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言葉を奏でる詩人
──エミリィ・ディキンスンの自然・音楽・詩──
松 本 明 美
アメリカの生物学者であり作家でもあるレイチェル・カーソン（Rachel
Carson）は，1962年に出版された Silent Spring（1）の中で，化学薬品による
自然破壊を痛烈に告発した。カーソンはその著書の中で殺虫剤による鳥たち，
特にコマドリの生命に対する影響を危惧していた。カーソンの全身全霊が込め
られたこの著書は，生物学者の目から見た単なる報告書ではない。むしろ感受
性豊かで読者を圧倒するような力強い文章が随所に読み取れる。カーソンは少
女の頃から文章を書くことに情熱を燃やし，やがて自然への関心に目覚めてい
った。Silent Spring が上梓されてからちょうど 100年遡った頃，アメリカ，
ニューイングランドの詩人，エミリィ・ディキンスン（Emily Dickinson）は
詩人として最も創作意欲が旺盛な時期を迎えていた。ディキンスンは生前に詩
集を出版することは叶わなかったが，1800編近い詩を書き残した。彼女の多
くの詩が自然をモチーフとして扱っており，そのことから彼女がいかに自然を
愛し，鋭敏な観察力でそれを描こうとしたかが分かる。しかしながら彼女の自
然への洞察は，短く圧縮された詩のスタイルに反比例するかのように複雑であ
ることも分かる。例えばディキンスンは自分が書いた手紙の中で，「自然は取
りつかれた家です―しかし芸術は取りつかれようとする家です」（2）という謎め
いた表現を使っている。後に小論で明らかにしていくように，ディキンスンは
自然と芸術という 2つのコンセプトを常に念頭に置いていた，と考えられ
る。また別の手紙では，少々大胆ながら次のようなことを書いている。
８９
You ask of my Companions Hills― Sir― and the Sundown―
and a Dog― large as myself, that my Father bought me― They are
better than Beings― because they know― but do not tell― . . .（3）
引用によると，ディキンスンの友人は「山々」や「日没」や「犬」であり，そ
れらは「人間よりも良い」となっている。ディキンスンは人間相手よりも，自
然や動物と接していた方が心が安らいだのだろう。このようにディキンスンに
とって自然は常に意識し，観察する対象だったことが窺える。
ディキンスンが自然に「取りつかれた」理由には，まずエマソンの存在が挙
げられる。ディキンスンがエマソンの影響を受けたとする考え方には，多くの
指摘を待たない（4）。「影響」という視点から何冊かの著書を書いたハロルド・
ブルームは，エマソンこそがアメリカ詩の「源流ないし代表者」（5）だと主張し
ている。確かにディキンスンがエマソンのエッセイを熟読していたことは，彼
女の何編かの詩からも明白である。さらに An Emily Dickinson Encyclopedia
によると，ディキンスン家が所蔵していた蔵書の中に Walden が 2部あった
という（6）。ディキンスンがこれらの本を渉猟したとするなら，先輩作家や詩
人たちの作品を媒体として自然への観察眼を養い，やがては独自の自然観や思
想を深めていったことが想像できる。
ロラン・バルトの評論集，The Rustle of Language に収められた「言語の
ざわめき」という章の中で，言葉とざわめきの音，そして音楽についての彼の
考えが詳述されている。バルトの難解な考察の一部を引用してみたい。
I imagine myself today something like the ancient Greek as Hegel
describes him : he interrogated, Hegel says, passionately, uninter-
ruptedly, the rustle of branches, of springs, of winds, in short, the
shudder of Nature, in order to perceive in it the design of an intelli-
gence. And I― it is the shudder of meaning I interrogate, listening
to the rustle of language, that language which for me, modern man, is
９０ 言葉を奏でる詩人
my Nature（7）．
自然の中で耳にする音とはつまり，言葉が発するざわめきの音なのであり，熱
心にそれに耳を澄ますことによって，意味を読み取ることが可能になると書か
れている。ここにはバルトの自然と言語観が融和している。同様にディキンス
ンも自然の種々の音に耳を傾け，その音を言葉で再現しようとしたと考えられ
る。小論では，ディキンスンにとって自然が重要なモチーフであることを，何
編かの詩をテクストとして選択しながら考察する。それによってディキンスン
がエマソンからの「影響」を受けながらも不安を払拭し，独自の詩のスタイル
を構築していく過程を，何編かの自然詩を俯瞰しながら考察する。そして最終
的に彼女の自然詩の根底には，常に言葉への意識が内在していたことを明らか
にしたい。
I
ディキンスンの自然詩には，鳥が頻繁に登場する。それらのテクストの鳥た
ちは何を象徴するのか。まずは 1099番のテクストから考えてみたい。
At Half past Three
A Single Bird
Unto a silent sky
Propounded but a single term
Of cautious Melody.
At Half past Four
Experiment had subjugated test
And lo, her silver principle
Supplanted all the rest.
９１言葉を奏でる詩人
At Half past Seven
Element nor implement be seen
And Place was where the Presence was
Circumference between （Fr-1099 C, J-1084）（8）
テクストの各スタンザの初めに時刻が書かれ，「鳥」の行動が時間ごとに変化
していく様子が伝えられている。初めに「一羽の鳥」が夜明け前の「静寂の
空」へ小さく囀り始める。次に「鳥」の囀りが「銀色の原理」となり，「残り
の全てのものにとって換わった」ほどの壮大のものに変わる。しかし夜明けの
「7時半」には，その囀りである「要素」も「道具」も見当たらず，余韻だけ
が残る。最後に「鳥」の「存在があった場所」（“where the Presence was”）
には，「円周」だけが残るという表現で締めくくられている。
このように「鳥」の行動が時間を追って淡々と述べられているにもかかわら
ず，全体的に違和感を覚えるのは，“Experiment，”“silver principle，”“Ele-
ment，”“Presence，”“Circumference”などの抽象的な言葉が使われている
からだろう。これらの表現から受ける印象は，シェリーの“To a Skylark”
やキーツの“Ode to a Nightingale”のように鳥に呼びかけ，その歌声に憧れ
を抱くような印象とは程遠い。テクストには語り手のペルソナと，その対象と
なる「鳥」との間の距離が感じられる一方で，このテクストは詩人と言葉の関
係を暗示している，と指摘する批評家がいる（9）。例えば第 1スタンザの“Pro-
pounded”が，1243番の“the propounded word”の内容と連なる，とする
考え方である。1243番の“the propounded word”とは「提出された単語」
という意味で，その意味の文脈は，「詩人」が詩を書く時に内容的に相応しい
単語を幾つか候補に選び，その中から最適と思うものを決定する，というもの
である。したがって 1099番の“Propounded”からは詩作をする詩人のイメ
ジを喚起し，さらに“a single term”からは，詩人が熟考の末に選ぶ 1つの
言葉とも推論できる。
最後のスタンザでは「鳥」がいなくなり，代わりに「鳥」が存在していた
９２ 言葉を奏でる詩人
「場所」には「円周」が残る。「鳥」はいつかこの世を去るが，「円周」は「鳥」
が生きていた証を示し続ける。「鳥」同様に詩人も有限な存在である。その一
方で詩人が残した詩，あるいは言葉は読者の心に残り，時代を越えても生き続
ける（10）。「円周」は，時代と共に拡大していく反響やその無限性を表す隠喩か
もしれない。最後のスタンザには，「ディキンスン自身の崇高さの達成」（11）が
見られるという。ディキンスンは「一羽の鳥」に詩人としての自分を重ね，言
葉の持つ不思議な力を「円周」に託したのだろう。
ソローの Walden にも鳥や動物が頻出する。例えば“Sounds”の章の中に
ディキンスンのテクストと類似するような個所があるので，その個所を拾って
みたい。
Regularly at half past seven, in one part of the summer, after the eve-
ning train had gone by, the whippoorwills chanted their vespers for
half an hour, sitting on a stump by my door, or upon the ridge pole of
the house. They would begin to sing almost with as much precision as
a clock, within five minutes of a particular time［. . .］.［. . .］They
sang at intervals throughout the night, and were again as musical as
ever just before and about dawn（12）．
ソローは日没から夜明けまでの鳥の囀りの変化を克明に描写している。この引
用では鳥が時間通りに正確に鳴き，それが音楽的な響きに聞こえてくるまでを
表している。ディキンスンのテクスト同様，ソローのテクストも鳥に対する温
かい眼差しが感じられる。両者のスタイルの持ち味は異なっているが，鳥の様
子を言葉で的確に表現しようとする努力が伝わってくる。
さらにソローは“Winter Animals”の章の中で，「勇敢な鳥」である「ヤマ
ウズラ」は「冬によって怯えることはない」（13）という。そして木の実などを食
べて逞しく質素に生きる鳥こそが「自然自身の鳥」（“Nature’s own bird”）（14）
だとソローは主張する。これらの鳥に対してソローは「インスピレーションの
９３言葉を奏でる詩人
源泉」（15）を求めているのだという。ソローは森の中で鳥や動物たちと間近に接
することで，Walden に垣間見られるような独特の世界観を構築したのであ
る。また，「芸術は人間の蒸留器を通して得た自然である」（16）と書いたエマソ
ンも，自然に目を向け，その中で超絶主義的な思想を発展させていった。この
ように詩人や作家にとって自然は創作への意欲をかき立てる美の宝庫であり，
想像力の源だった。それはディキンスンのテクストを読む限り，自然を題材に
書き上げられたものが多いからである。
ディキンスンはエマソンやソローと同様に自然との交流によって，詩作のイ
ンスピレーションを感じ取っていたに違いない。自然はディキンスンを含む詩
人たちにとって，詩作への意欲を高めてくれる未知の領域だった。だからこそ
ディキンスンは，次の 256番が示すように，「ニューイングランド風に」自然
を表現すると宣言している。
The Robin’s my Criterion for Tune―
Because I grow― where Robins do―
But, were I Cuckoo born―
I’d swear by him―
The ode familiar― rules the Noon―
The Buttercup’s, my whim for Bloom―
Because, we’re Orchard sprung―
But, were I Britain born,
I’d Daisies spurn―
〔. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .〕
Because I see― New Englandly―
The Queen, discerns like me―
Provincially― （Fr-256, J-285）
９４ 言葉を奏でる詩人
ペルソナの「私」が語っているように，自分にとって身近でよく知っている
「コマドリ」が「私の歌の基準」である理由は，「コマドリが育ったところで私
が育ったから」だと述べている。テクストの中の「ニューイングランド」は，
イギリスと対立する形で使われている。「ニューイングランド」は，言うまで
もなくディキンスンが住むアメリカ北東部の地方を指す。よってディキンスン
独自の詩のスタイルも暗示する。それに対してイギリスは，伝統的な詩のスタ
イルを持つ。ディキンスンの詩のスタイルは，伝統的なものとはかけ離れて韻
律も整わず，ハイフンを多用し，言葉の表現も大胆で繊細とは言い難い。しか
しディキンスンはあえて「ニューイングランド風」の考え方が，「イギリス」
と異なり地方色が濃くても構わない，という強い自己主張をしている。「女王
様」という言葉には，ディキンスンの詩人としての自負も込められている。ス
ザンヌ・ユーハスは，「私たちはナイチンゲールのオードを本で読むかもしれ
ないが，私たちはコマドリの鳴声を聴く―そしてそれから詩を作るのだ」（17）
というペルソナの意志を説明している。ソローも同様に，ニューイングランド
の自然に根ざしたものを書こうとした。ソローは次のように書いている。
But for the most part it is as solitary where I live as on the prairies.
It is as much Asia or Africa as New England. I have, as it were, my
own sun and moon and stars, and a little world all to myself（18）．
ディキンスンもまた自然の詩を書く時，鳥の鳴声に耳を澄まし，庭に咲く花を
観察することによって感じたものを言葉で表現しようとした。256番のテクス
トを元に考えるなら，ディキンスンは自分自身の言葉で，ニューイングランド
の風土を基調にした自然を描こうとしたのである。
II
ディキンスンにとって親しみのある「コマドリ」の素朴な鳴声が，自分の詩
９５言葉を奏でる詩人
心を喚起する「歌の基準」になる。さらに他のテクストを読むと，「鳥」には
重層的な意味が付与されていることが分かる。例えば次の 402番を考察して
みたい。
To hear an Oriole sing
May be a common thing―
Or only a divine.
It is not of the Bird
Who sings the same, unheard,
As unto Crowd―
The Fashion of the Ear
Attireth that it hear
In Dun, or fair―
So whether it be Rune―
Or whether it be none
Is of within.
The“Tune is in the Tree―”
The Skeptic― showeth me―
“No Sir! In Thee!” （Fr-402, J-526）
「コウライウグイス」の鳴声が「ありふれたことかもしれないし／ただ神聖な
ことかもしれない」と語るペルソナは，その人の聴き方によって「陰気にも美
しくも聞こえてくる」とも言う。「耳」（“the Ear”）は，聞く人を指す提喩だ
と考えられる。第 4スタンザでは，「鳥」の鳴声が「ルーン文字なのか／何で
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もないのか」は「心の内側」の問題だという。「ルーン文字」とは元々ゲルマ
ン民族が 2, 3世紀頃に使用していた文字で，呪術や儀式に使われ，神秘的な
力を持つと信じられていた（19）。そのような神秘的で難解な言葉でも，「心の内
側」で意味を理解する人もいることが仄めかされている。最終スタンザでは，
さらに「心の内側」を強調するような語りで締めくくられている。
このテクストの「鳥」は何を表す隠喩なのか。ジュディス・ファーはこの
「鳥」のことを，シェリーの“To a Skylark”と同様に「詩人の原型」（“an ar-
chetype of the poet”）（20）だと述べている。ディキンスンの「コウライウグイ
ス」が詩人だと仮定するなら，その鳴声は詩かもしれない。聴く人によってそ
の鳴声が美しく思われたり，逆に気にも留めない人がいるかもしれない。一
方，読者が詩の言葉に強く反応すれば，「ルーン文字」のように印象に残るも
のになる。したがって「コウライウグイス」は鳥の姿をした詩人であり，その
鳴声は詩人の心の中から生み出された「神聖なもの」，すなわち詩や言葉を暗
示すると解釈できる。
次の 766番のテクストでは，ペルソナは「コメクイドリ」に呼びかけてい
る。
No Bobolink― reverse His Singing
When the only Tree
Ever He minded occupying
By the Farmer be―
Clove to the Root―
His Spacious Future―
Best Horizon― gone―
Brave Bobolink―
Whose Music be His
Only Anodyne― （Fr-766, J-755）
９７言葉を奏でる詩人
この短いテクストでは，過酷な状況にも負けずにけな気に鳴き続ける「コメク
イドリ」（“Bobolink”）の様子が描かれている。たとえ「地平線がなくなって
も」歌い続けるその鳴声は，音楽のように人の心に訴える響きを持つ。厳しい
状況下でも歌い続ける「勇敢なコメクイドリ」を，ディキンスンは自分自身に
置き換えて表現したのかもしれない。たとえ詩人として世間に認められなくて
も，人々の心を癒す「鎮痛剤」（“Anodyne”）となるような詩を書こうとした
のかもしれない。歌は伝えたいことをメロディーによって表し，詩の方は言葉
によって表現する。そして両者とも人の心の琴線に触れる要素を秘めている。
このテクストは素朴な内容でありながら，ディキンスンの詩人論を内包してい
る。なぜなら表面的には 1羽の鳥のことを描写しながら，ディキンスンの詩
作に対する考え方や，人間の精神の世界にも言及しているからである。
1556番のテクストも人間の内面性を重視している。
The Bird her punctual music brings
And lays it in it’s place―
It’s place is in the Human Heart
And in the Heavenly Grace―
What respite from her thrilling toil
Did Beauty ever take―
But work might be Electric Rest
To those that Magic make― （Fr-1556, J-1585）
「鳥」は「自分の音楽を時間きっちり」に持ってきて，ある「場所」に置く。
しかしその「場所」は「人間の心の中」や「天の恩恵」の中となっていて，具
体的な所ではない。「人間の心の中」に「音楽」を運ぶという表現は，402番
のテクストと共通する内容を持つ。「鳥」の「音楽」が「天の恩恵」に匹敵す
るとまで書かれている。「鳥」にとって「音楽」を運ぶ仕事は大変な労力が伴
うにもかかわらず，「わくわくする骨折り」（“her thrilling toil”）のように撞
９８ 言葉を奏でる詩人
着語法的な表現が使用されている。このような表現は，最後で述べられている
ように，「魔法」を生み出すような素晴らしい仕事であることを強調する効果
がある。ただ「仕事」という言葉が「鳥」に相応しいかは疑問が残る。「人間
の心の中」というフレーズから考えて，「鳥」を観察していたディキンスン
が，それを自分に置き換えていることが想像できる。
III
ソローと同様に，ディキンスンも鳥を自然の重要な一部と見なしている。両
者のテクストには，散文と詩という形式の違いがあるだけでなく，ディキンス
ンの場合，鳥は象徴的でメタフォリカルな存在となっている。言い換えればデ
ィキンスンの鳥は，観察の対象だけでなく，彼女独特の思想や詩論が盛り込ま
れた不思議な存在なのである。そこで「鳥」と「音楽」のモチーフが見られる
905番のテクストを見てみたい。
Split the Lark― and you’ll find the Music―
Bulb after Bulb, in Silver rolled―
Scantily dealt to the Summer Morning
Saved for your Ear, when Lutes be old―
Loose the Flood― you shall find it patent―
Gush after Gush, reserved for you―
Scarlet Experiment! Sceptic Thomas!
Now, do you doubt that your Bird was true? （Fr-905, J-861）
905番のテクストは，これまでに考察したテクストとは雰囲気が随分異なって
いる。まず冒頭の「ひばりを裂いてみなさい」という命令口調がグロテスク
で，読者の目を釘付けにする。2行目以降はさらに不可解な表現が続く。パラ
９９言葉を奏でる詩人
フレイズするなら，「音楽」が「銀色に巻かれて」「球根」のように転がる，と
いう意味になる。「球根」は発芽して開花する前の状態で，中身を見ることが
できない。ペルソナが言うにはそれは普段は大事にされていて，「あなたの耳
に聴かせようと，取っておいた」ものだという。第 2スタンザにおいても迫
力ある内容になっている。ペルソナはまず「洪水を放ってみなさい」と挑戦的
に言い放つ。3行目の“Scarlet Experiment”は裂かれた「ひばり」の血液を
指す。“Scarlet”は red よりも鮮やかで，情熱的なイメジを喚起させる。「疑
い深いトマス」は，聖書のヨハネ伝に出てくる「使徒トマス」を暗示す
る（21）。この「トマス」に対してペルソナは心に秘めた決意を示し，確信させ
ようとしている。それゆえペルソナは言葉で表現し難い思いを，「音楽」とい
う言葉のないメロディーに託したのである。
心の中から「洪水」のように溢れ出ようとする感情は，言葉にならないほど
力強く，時には詩人の能力を圧倒してしまう。ディキンスンはその言葉になら
ない思いを，音楽のメロディーの中に放とうとする。次の 1003番のテクスト
では，ペルソナの興奮が音楽の旋律に乗せて伝わってくる。
Dying at my music!
Bubble! Bubble!
Hold me till the Octave’s run!
Quick! Burst the Windows!
Ritardando!
Phials left, and the Sun! （Fr-1003, J-1003）
各行末のエクスクラメーションマークが，ペルソナの高揚した感情を端的に示
している。「オクターヴ」は，レヴェルが一段階高いとか，最高のものを表し
ている（22）。ペルソナは「私の音楽」で死にたいと望んでいる。その「音楽」
とは，実は音楽に匹敵するぐらいに完成された芸術，すなわち詩を暗示してい
る。つまり「私の音楽」とは，ディキンスンが望む高度に完成された詩を表す
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隠喩なのである。
この考え方に即して再度 905番のテクストに目を向けると，「鳥」の体内に
は「音楽」が凝縮され，今にも溢れ出ようとしている。ヘレン・マクニール
の，ディキンスンは「言語を体の一部と見なしている」（23）という解釈に従え
ば，ここでの「ひばり」は詩人となり，その体内から放出されるものは言葉だ
と考えられる。言葉が詩に至るまでのプロセスが，「球根」が発芽し，やがて
力強い生命力を発揮して開花するまでのプロセスに喩えられている。「あなた
の耳」は読者のことを指している。このことからディキンスンが読者の存在を
想定していたことが分かる。そしてテクストの「ひばり」はディキンスンその
ものであり，詩人の中から発散される詩への情熱が仄めかされている。つまり
「ひばり」は詩作への使命感を持った詩人を表す隠喩なのである。
ディキンスンは，詩人としての生き方を模索する中で，自由な鳥を理想の姿
に喩えている。部屋に閉じこもることが多かったディキンスンとは対照的に，
鳥は空を自由に飛翔する。しかしディキンスンの求めた自由とは，詩作という
世界だった。鳥こそは自然と調和し，その鳴声を通して自分の存在を示すこと
ができる。鳥の鳴声の詩的なリズムが，ディキンスンの創作への意欲を刺激し
たに違いない。ディキンスンの言葉のリズムは，滑らかというより，少々ぎこ
ちない。しかしながら鳥の鳴声がその体内から発せられるように，詩の元とな
る思想や感情は，詩人の頭の中に詰め込まれている。ディキンスンは常に，詩
へと形成される思想や感情に符合する言葉を見つけ出す努力を重ねていたので
ある。
次の 1478番のテクストが示すように，素朴で地味な鳥がディキンスンの実
像に近いと思われる。
One note from One Bird
Is better than a Million Word―
A scabbard has― but one sword （Fr-1478）（24）
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ディキンスンの「鳥」は常に囀るとは限らない。なぜなら「1つの囀り」こそ
が「100万の言葉より素晴らしい」と理解しているからである。このテクスト
にもディキンスン流の詩論を読み込むとすれば，寡黙な詩人が選りすぐる的確
な 1つの言葉の方が，読者の心を惹きつける。「鞘には 1本の剣しかない」と
いう表現が，そのことを証明している。テクストの技巧においても，“sword”
の中には“word”という単語が含まれていることが分かる。ディキンスンが
言葉に対して，常に意識を働かせていたことが窺える。
ディキンスンは音楽と詩という分野が異なるものを，時々詩の中で同時に扱
うことがある。その理由として考えられることは，おそらく音楽家と詩人に共
通している点は，表現したいことをどのように人々に伝えるか，そのことに両
者とも腐心していることである。両者にとってそれがまた苦しみでもあり，喜
びでもあるだろう。ディキンスンはこの見解について，次のテクストの中で複
雑に言い表している。
I would not paint― a picture―
I’d rather be the One
It’s bright impossibility
To dwell― delicious― on―
And wonder how the fingers feel
Whose rare― celestial― stir―
Evokes so sweet a torment―
Such sumptuous― Despair―
I would not talk, like Cornets―
I’d rather be the One
Raised softly to the Ceilings―
And out, and easy on―
Through Villages of Ether―
１０２ 言葉を奏でる詩人
Myself endued Balloon
By but a lip of Metal―
The pier to my Pontoon―
Nor would I be a Poet―
It’s finer― Own the Ear―
Enamored― impotent― content―
The License to revere,
A privilege so awful
What would the Dower be,
Had I the Art to stun myself
With Bolts― of Melody! （Fr-348, J-505）
第 1スタンザは画家について，第 2スタンザは音楽家について語られてい
る。ペルソナの「私」は「絵を描こうとは思わない」し，楽器の「コルネット
のように語ろうとは思わない」と否定的な考え方を示す。むしろペルソナは
「絵」になり，「コルネット」になろうとする意志を表明する。しかしペルソナ
の表現方法は，“so sweet a torment”や“sumptuous― Despair”に見られ
るように晦渋である。これらの撞着語法的なペルソナの語りからは，言葉では
伝えにくい喜びや興奮が読者側にも伝わってくる。第 3スタンザでは，ペル
ソナは「詩人」になるよりもむしろ「耳を持つことの方が良い」と断言する。
「耳を持つ」とは聴き手となって聞こえてくる音に耳を傾ける行為を示す。さ
らには「耳」を通して美しい音楽を聞き入れるように，感覚を研ぎ澄まして詩
を読む方が良い，という意味も含まれる。「旋律の稲妻」（“Bolts― of Mel-
ody”）を「耳」から受け入れ，魅了されて「気絶する」ことができれば，そ
れこそが「恐ろしい特権」になる。ペルソナは詩を書くだけでなく，絵を鑑賞
したり音楽を聴いて「気絶する」ほどの衝撃を受けたい，という願望を持って
いる。なぜなら自分自身が感動するほどの経験がなければ，人に感動を与えら
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れる芸術を創造することは不可能だからだ。ディキンスンの場合，「旋律の稲
妻」とは詩やその中の言葉を指すのかもしれない。言葉は詩人独特の韻律や意
味を持つ。それは普段は沈黙を保っているが，読者の目に留まった時に，感動
や衝撃を与えるほどの力を内包している。
このように小論で取り上げたテクストを考察して言えることは，ディキンス
ンにとって自然は詩を書く上で様々な思いを巡らせてくれる，ということであ
る。特に鳥が出てくるテクストは，ディキンスンの詩論にも関係していて奥行
きが深い。ディキンスンは鳥を眺めながら，自分とそれを同一視し，詩人とし
ての理想の姿を模索していた。それはまた，カーソンにも劣らぬ鳥への愛情が
窺える。ディキンスンにとって鳥の鳴声は，音楽という芸術的で格式のあるも
のと肩を並べるほどに感性を刺激するものだった。それは小論の最初のところ
で言及したバルトの引用部分のように，自然の音に耳を澄まして心に響いたも
のを言葉に置き換える，という考え方に類似している。だからこそ，ディキン
スンにとって鳥との邂逅は，詩と言葉への思いを深める貴重な役割を果たして
いるのである。
詩と音楽のモチーフが調和したディキンスンのテクストは芸術の域にまで高
められ，今では多くの読者に「旋律の稲妻」を落としている。演奏家が自分の
思いを楽器の調べに乗せるように，ディキンスンは自分の思いが凝縮された
「旋律の稲妻」を発生させるために，言葉と格闘していた。ディキンスンの言
葉を奏でるパフォーマンスは，読者の心の中で共鳴してこそ，芸術として完成
するのである。
〔付記〕小論は，日本アメリカ文学会関西支部 6月例会（2002年 6月 15日，於：大
阪市立大学）において，「言葉を奏でる詩人──Emily Dickinson の自然・音楽
・詩」という題名で研究発表したものに，加筆修正したものである。
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